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銘柄リスト（CSVファイル）の MarketSpeed2、iSpeed（スマホ）銘柄連携について 

 

１）銘柄リストのデータをそのまま連携する場合 

銘柄リストで抽出しました銘柄データ（CSVファイル）をMarketSpeed2、iSpeed（スマホ）への 

連携について記載致します。 

楽天用 CSVファイルは、ホーム画面、数倍株期待値ランキング、空売り期待値リストを対応 

行っています。時価総額増加率ランキングは近日中に対応予定です。 

 以下 具体的な方法を記載致します。 

 

 楽天用 CSVファイルの連携方法の流れ 

１）楽天用 CSVファイルをダウンロードします。 

２）パソコンでMarketSpeed2 を起動し、CSVファイルをお気に入りにインポートを行うことで 

iSpeed（スマホ）と連携が可能です。 

 

１）楽天用 CSVをクリックし、銘柄リストをダウンロードします。 
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２）MarketSpeed2 での楽天用 CSVの取り込み方法 

 投資情報の登録銘柄情報をクリックし、お気に入りボタンをクリック後、銘柄編集をクリックします。 
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インポートボタンをクリックし、楽天用の CSVファイルをインポートする事で、スマホと 

連携が行われます。 
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２）銘柄リストのデータ加工して連携する場合 

  銘柄リストからエクセル等で少し絞り込んで、それを連携したいというご要望が 

  ありますので、記載を行います。 

  2-1) 楽天用のファイルの形式（ＣＳＶファイル）について 

  

 楽天用のファイルのファイルの形式は以下のようになっています。 

   以下のＣＳＶファイル形式に加工を行うと連携する事が可能です。 

   例） 

コード,お気に入り名称  

6758,買銘柄 

 

  2-2) エスセルでのＣＳＶファイルの加工について 

     空売り期待値リストのデータを絞りこんで、楽天用の連携ファイルを作成 

を例に取って説明を行います。 

     空売り期待値リストの画面で通常のダウンロードを行います。 
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エスセルのフィルタ機能で、６０日線の乖離率等でフィルターを行います 

 空売りのフィルターの詳細については、https://micyan.booth.pm/ 

の空売り操作説明書をご参照頂けたらと思います。 

 

 

銘柄コードの右の列を削除して、お気に入り名称を設定します。（例では空売り期待値） 

 

 

このよう連携ファイルを作成し、インポートする事で連携が可能です。 

https://micyan.booth.pm/

